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宮
本
誉
士 

提
出 

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
神
道
系
御
歌
所
歌
人
の
基
礎
的
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　

本
論
文
は
「
神
道
系
御
歌
所
歌
人
の
基
礎
的
研
究
」
と
題
し
て
、
神
道
・
国
学
に
関
わ
り

の
深
い
明
治
期
の
「
神
道
系
御
歌
所
歌
人
」
の
生
涯
と
思
想
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

現
状
の
国
学
研
究
に
お
い
て
も
、
国
学
者
が
多
く
を
占
め
る
明
治
期
「
御
歌
所
歌
人
」
の
足

跡
を
対
象
と
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
和
歌
も
し
く
は
短
歌
の
歴
史
を
専

門
と
す
る
短
歌
史
研
究
に
お
い
て
も
「
御
歌
所
歌
人
」
研
究
の
進
展
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
近
世
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
日
本
の
「
国
学
者
」
に
と
っ
て
も
、
和
歌
は
身
近
な

も
の
で
あ
り
、明
治
期
の
神
祇
行
政
に
関
わ
っ
た
国
学
者
も
そ
の
多
く
は
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
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本
論
文
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
福
羽
美
静
、
八
田
知
紀
、
本
居
豊
頴
ら
は
御
歌
所
に
も

関
わ
る
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
り
、
ま
た
御
歌
所
の
基
と
な
る
歌
道
御
用
を
最
初
に
仰
せ
付

か
っ
た
三
條
西
季
知
も
明
治
七
年
一
月
に
は
神
宮
祭
主
を
拝
命
し
、
神
道
教
導
職
の
大
教
正

を
兼
ね
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

本
論
文
は
、
主
と
し
て
明
治
前
半
期
に
お
け
る
神
道
・
国
学
に
関
わ
り
の
深
い
歌
人
の
う

ち
、
広
い
意
味
で
の
「
御
歌
所
」
に
関
係
し
た
歌
人
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
生
涯
と
思
想
を

検
証
し
て
、
彼
ら
が
明
治
期
の
「
御
歌
所
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
考

察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
に
は
、「
Ⅰ　

幕
末
薩
摩
の
桂
園
派　

─
御
歌
所
歌
人
の
一
源
流
─
」
に
、「
第
一

章　

桂
園
派
歌
人
八
田
知
紀
の
尊
皇
思
想
と
学
問
・
歌
論
」、「
第
二
章　

国
学
者
八
田
知
紀

と
著
作
『
神
典
疑
問
辨
』
の
「
天
御
中
主
神
」
論
」、「
第
三
章　

御
歌
所
長
高
崎
正
風
の
生

涯
と
思
想　

─
幕
末
か
ら
明
治
へ
─
」
の
三
章
、「
Ⅱ　

御
歌
所
歌
人
の
諸
相
」
に
は
、「
第

四
章　

御
歌
所
成
立
以
前
の
宮
中
歌
人　

─
文
学
御
用
掛
と
福
羽
美
静
・
近
藤
芳
樹
─
」、
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「
第
五
章　

明
治
期
御
歌
所
の
歌
人
群
像
」、「
第
六
章　

御
歌
所
主
事
と
し
て
の
小
出
粲
と

阪
正
臣
」、「
第
七
章　

御
歌
所
寄
人
本
居
豊
頴
と
御
歌
所
長
高
崎
正
風
」
の
四
章
、
そ
し
て

「
Ⅲ　

社
会
事
業
と
御
歌
所
歌
人
」
に
は
、「
第
八
章　

御
歌
所
長
高
崎
正
風
の
教
育
勅
語
実

践
運
動　

─
彰
善
會
と
一
徳
會
─
」、「
第
九
章　

村
野
山
人
と
伏
見
桃
山
乃
木
神
社
の
設
立

─
附
論　

阪
谷
芳
郎
と
東
京
赤
坂
乃
木
神
社
の
設
立
─
」
の
二
章
、
が
そ
れ
ぞ
れ
配
さ
れ
て

お
り
、
各
部
各
章
に
お
い
て
広
義
の
「
御
歌
所
」
に
明
治
初
期
か
ら
関
与
し
た
主
要
な
神
道

系
歌
人
の
足
跡
と
思
想
を
通
し
て
、「
御
歌
所
」
及
び
そ
れ
に
関
与
し
た
歌
人
た
ち
の
実
態

と
歴
史
的
意
義
が
通
観
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
に
終
章
「
本
論
考
の
結

論
」
が
置
か
れ
、
本
論
文
で
考
察
し
た
結
論
及
び
今
後
の
検
討
課
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

序
章
で
は
、
小
泉
苳
三
が
そ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
近
代
短
歌
史　

明
治
篇
』（
白
楊

社
、
昭
和
三
十
年
）
で
述
べ
た
「
近
世
期
継
承
の
和
歌
」
を
継
承
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
宮
中

及
び
国
内
に
展
開
さ
せ
た
主
体
は
「
御
歌
所
」
に
関
係
し
た
神
道
系
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
主
目
的
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
、「
Ⅰ
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幕
末
薩
摩
の
桂
園
派　

─
御
歌
所
歌
人
の
一
源
流
─
」
で
は
、
御
歌
所
派
す
な
わ
ち
桂
園

派
歌
人
と
称
さ
れ
る
場
合
の
中
心
人
物
八
田
知
紀
・
高
崎
正
風
を
焦
点
に
据
え
、
彼
ら
の
生

涯
と
思
想
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
第
一
章　

桂
園
派
歌
人
八
田
知
紀
の
尊
皇
思
想
と

学
問
・
歌
論
」
は
、
薩
摩
藩
に
お
い
て
国
学
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
桂
園
派
歌
人
八
田
知
紀

の
幕
末
期
の
足
跡
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
そ
の
著
作
『
桃
岡
家
訓
』『
大
理
論
畧
』
な
ど

に
見
ら
れ
る
尊
皇
思
想
や
学
問
観
、「
造
化
主
」「
造
化
神
」
重
視
の
思
想
、
そ
し
て
歌
論
と

神
観
の
関
わ
り
な
ど
を
考
察
し
、
続
く
「
第
二
章　

国
学
者
八
田
知
紀
と
著
作
『
神
典
疑
問

辨
』
の
「
天
御
中
主
神
」
論
」
は
、
明
治
期
神
祇
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
田
中
頼
庸
・
黒
田

清
綱
な
ど
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
国
学
者
八
田
知
紀
が
、
幕
末
期
か
ら
明
治
初
年
に

か
け
て
「
造
化
神
」
を
重
視
し
、
さ
ら
に
は
明
治
三
年
の
『
神
典
疑
問
辨
』
に
お
い
て
「
天

御
中
主
神
」
を
重
視
し
た
言
説
に
着
目
し
て
、
そ
れ
が
歌
論
と
も
通
じ
る
八
田
の
思
想
を
形

成
し
て
い
た
こ
と
を
中
心
に
検
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
第
三
章　

御
歌
所
長
高
崎
正
風
の

生
涯
と
思
想　

─
幕
末
か
ら
明
治
へ
─
」
で
は
、
文
字
通
り
「
御
歌
所
」
の
主
と
し
て
明
治
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中
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
君
臨
し
た
高
崎
正
風
が
、
嘉
永
二
年
の
嘉
永
朋
党
事
件
に
連
座

し
た
父
五
郎
衛
門
の
ゆ
え
に
島
流
し
と
な
り
、
帰
郷
し
て
八
田
知
紀
に
歌
を
学
ん
だ
後
、
大

久
保
利
通
な
ど
の
導
き
に
よ
っ
て
薩
摩
藩
・
明
治
政
府
で
活
躍
す
る
ま
で
の
生
涯
と
思
想
に

つ
い
て
人
脈
を
辿
り
な
が
ら
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
Ⅱ　

御
歌
所
歌
人
の
諸
相
」
で
は
、「
御
歌
所
」
が
、
い
か
な
る
歌
人
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
併
せ
て
官
制
と
し
て
の
「
御
歌
所
」
が
成
立
す
る
以
前
の
「
歌

道
御
用
掛
」「
文
学
御
用
掛
」
の
活
動
と
「
御
歌
所
」
成
立
以
降
の
歴
史
的
変
遷
、
す
な
わ

ち
、最
も
早
く
国
学
者
と
し
て
宮
中
和
歌
に
関
わ
っ
た
福
羽
美
靜
を
は
じ
め
、「
皇
学
御
用
掛
」

「
文
学
御
用
掛
」
を
務
め
た
近
藤
芳
樹
、「
主
事
」
と
し
て
活
躍
し
た
小
出
粲
・
阪
正
臣
、
寄

人
本
居
豊
頴
、
御
歌
所
長
高
崎
正
風
な
ど
の
明
治
期
「
御
歌
所
」
に
お
け
る
主
た
る
歌
人
た

ち
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
生
涯
の
足
跡
を
含
め
た
宮
中
歌
人
と
し
て
の
活
躍
や
「
御
歌
所
歌

人
」
の
職
掌
な
ど
、
本
論
文
の
中
核
を
な
す
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
第
四
章　

御
歌
所
成
立
以
前
の
宮
中
歌
人　

─
文
学
御
用
掛
と
福
羽
美
静
・
近
藤
芳
樹
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─
」
は
、
幕
末
・
明
治
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
国
学
者
福
羽
美
静
と
近
藤
芳
樹
が
、
明
治
期

宮
中
歌
人
と
し
て
の
活
動
が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の
活
動
が
明
治
二
十
一
年
の
「
御
歌

所
」
設
置
に
至
る
模
索
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
併
せ
て
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ
っ

た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
歌
所
日
記
』
を
用
い
て
近
藤
が
『
万
葉
集
註
疏
』
編
纂
に
従
事

し
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
第
五
章　

明
治
期
御
歌
所
の
歌
人
群
像
」
は
、
明
治
二
十
一
年
に
成
立
し
た
官
制
と
し

て
の
「
御
歌
所
」
の
全
体
像
を
構
成
員
の
変
遷
や
制
度
的
変
遷
か
ら
俯
瞰
し
た
考
察
で
あ
り
、

「
御
歌
所
」
の
組
織
と
職
掌
か
ら
、「
長
」「
主
事
」「
寄
人
」「
参
候
」
な
ど
を
務
め
た
人
々

の
「
御
歌
所
」
に
お
け
る
役
割
を
検
証
し
、「
御
歌
所
」
官
制
や
構
成
員
の
異
動
か
ら
、「
御

歌
所
」
の
組
織
的
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。

　
「
第
六
章　

御
歌
所
主
事
と
し
て
の
小
出
粲
と
阪
正
臣
」
は
、「
文
学
御
用
掛
」
か
ら
宮
中

歌
人
を
務
め
て
明
治
三
十
三
年
四
月
「
主
事
心
得
」
を
拝
命
し
た
小
出
粲
、「
御
歌
掛
」
か

ら
宮
中
歌
人
を
務
め
て
明
治
三
十
九
年
四
月
「
主
事
」
を
拝
命
し
た
阪
正
臣
を
主
題
と
し
て
、
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そ
の
生
涯
と
足
跡
か
ら
「
御
歌
所
歌
人
」
の
一
端
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
「
御
歌
所
」
に

は
「
長
」「
主
事
」「
寄
人
」「
参
候
」「
録
事
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
最
も
多
く
の
人
数
を
占

め
た
「
寄
人
」「
参
候
」
が
原
則
と
し
て
非
常
勤
だ
っ
た
こ
と
を
『
御
歌
所
日
記
』
で
確
認
し
、

て
、
常
勤
の
「
長
」「
主
事
」「
録
事
」
の
う
ち
「
長
」
が
休
暇
中
は
必
然
的
に
「
主
事
」
が

「
御
歌
所
」
を
取
り
纏
め
た
の
で
あ
り
、明
治
期
の
「
御
歌
所
」
を
理
解
す
る
際
に
お
い
て
は
、

高
崎
正
風
の
み
な
ら
ず
小
出
粲
・
阪
正
臣
な
ど
の
「
主
事
」
を
務
め
た
歌
人
た
ち
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

　
「
第
七
章　

御
歌
所
寄
人
本
居
豊
頴
と
御
歌
所
長
高
崎
正
風
」
は
、
当
時
高
崎
正
風
と
並

び
称
さ
れ
た
本
居
豐
頴
の
生
涯
と
和
歌
、
さ
ら
に
は
高
崎
正
風
の
歌
論
と
思
想
を
主
題
と
し

て
二
人
の
「
御
歌
所
歌
人
」
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
に
お
け
る
本
居
派
と
桂
園

派
を
代
表
す
る
歌
人
本
居
豊
頴
と
高
崎
正
風
が
、
明
治
期
に
お
け
る
近
世
期
和
歌
の
伝
統
を

継
承
す
る
歌
人
と
し
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、「
御
歌
所
」
は
そ
の
伝
統
を
担
う
場
で
も

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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「
Ⅲ　

社
会
事
業
と
御
歌
所
歌
人
」
で
は
、「
御
歌
所
歌
人
」
た
ち
が
関
わ
っ
た
社
会
事
業

を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
高
崎
正
風
を
中
心
と

す
る
「
御
歌
所
歌
人
」
が
関
わ
っ
た
教
育
勅
語
実
践
運
動
の
足
跡
、
及
び
「
御
歌
所
歌
人
」

が
関
わ
っ
た
乃
木
神
社
設
立
を
め
ぐ
る
人
々
の
動
向
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
八
章　

御
歌
所
長
高
崎
正
風
の
教
育
勅
語
実
践
運
動　

─
彰
善
會
と
一
徳
會
─
」
は
、

高
崎
正
風
が
中
心
と
な
っ
て
創
立
し
た
彰
善
會
と
一
徳
會
の
実
態
を
考
察
し
、
両
団
体
の
活

動
内
容
と
歴
史
的
意
義
が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
に
渙
発
さ
れ
た
戊
申

詔
書
に
基
づ
く
国
民
道
徳
論
の
盛
行
以
前
に
教
育
勅
語
の
実
践
を
説
い
た
彰
善
會
・
一
徳
會

は
、
西
村
茂
樹
の
日
本
弘
道
會
と
と
も
に
国
民
道
徳
普
及
の
先
駆
け
と
な
っ
た
運
動
で
あ
っ

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
第
九
章　

村
野
山
人
と
伏
見
桃
山
乃
木
神
社
の
設
立
─
附
論　

阪
谷
芳
郎
と
東
京
赤
坂

乃
木
神
社
の
設
立
─
」
で
は
、
御
歌
所
歌
人
と
も
関
わ
り
の
あ
る
神
戸
の
実
業
家
村
野
山
人

が
中
心
と
な
っ
た
伏
見
桃
山
乃
木
神
社
の
設
立
過
程
を
中
心
に
、
附
論
と
し
て
阪
谷
芳
郎
と
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東
京
赤
坂
乃
木
神
社
の
設
立
過
程
を
も
取
り
上
げ
て
、
乃
木
神
社
の
建
設
に
関
わ
っ
た
人
々

の
動
向
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
元
年
十
月
三
日
國
學
院
大
學
講
堂
で
開
催
さ
れ
た

「
乃
木
大
将
追
悼
会
」
に
お
い
て
、「
乃
木
神
社
創
立
の
決
議
」
が
為
さ
れ
た
こ
と
、
同
追
悼

会
に
は
、
國
學
院
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
千
葉
胤
明
、
池
辺
義
象
な
ど
「
御
歌
所
」
関
係

者
が
乃
木
神
社
創
建
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
終
章
「
本
論
考
の
結
論
」

で
は
、
各
章
の
概
要
や
各
考
察
の
結
論
及
び
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
「
旧
派
歌
人
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
「
御
歌
所
」
に
関
与
し
た
黒
川
真
頼
、
小
杉
榲
邨
な
ど
明
治
期
を
代
表
す
る

考
証
派
国
学
者
の
「
御
歌
所
」
と
の
関
係
の
個
別
的
考
察
の
必
要
性
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　

本
論
文
「
神
道
系
御
歌
所
歌
人
の
基
礎
的
研
究
」
は
、
明
治
期
に
お
け
る
神
道
に
関
わ
り
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の
深
い「
御
歌
所
」系
歌
人
の
生
涯
と
思
想
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る「
御

歌
所
歌
人
」
と
は
、
明
治
期
に
勃
興
し
た
与
謝
野
鉄
幹
、
正
岡
子
規
な
ど
短
歌
革
新
運
動
に

関
わ
る「
新
派
和
歌
」を
担
っ
た「
新
派
歌
人
」に
対
し
て
、「
旧
派
和
歌
」と
呼
称
さ
れ
た「
旧

派
歌
人
」
の
な
か
で
宮
内
省
御
歌
所
に
関
わ
っ
た
高
崎
正
風
を
代
表
と
す
る
歌
人
を
総
称
す

る
語
彙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
多
く
は
「
御
歌
所
」
の
官
制
が
成
立
し
て
、
そ
の
長
に

立
っ
た
高
崎
に
繋
が
る
「
桂
園
派
」
を
指
し
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
そ
う
し
た
「
御
歌
所
」
系
歌
人
は
官
制
と
し
て
の
「
御
歌
所
」
以
降
に
形

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
は
小
泉
苳
三
が
『
近
代
短
歌
史　

明
治
篇
』（
昭
和

三
十
年
、白
楊
社
）
で
夙
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
一
概
に
「
旧
派
」
イ
コ
ー
ル
「
桂
園
派
」

と
括
れ
る
も
の
で
も
な
く
、「
御
歌
所
」
系
歌
人
の
形
成
過
程
に
は
八
田
知
紀
や
福
羽
美
静
、

近
藤
芳
樹
、
阪
正
臣
な
ど
の
神
道
に
関
係
す
る
国
学
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
宮
中
の
歌
会
始
や
天
皇
・
皇
后
の
国
典
・
道
徳

な
ど
に
関
す
る
指
南
的
地
位
に
あ
っ
た
福
羽
美
静
ら
の
活
動
を
高
崎
正
風
が
継
承
す
る
こ
と
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に
よ
っ
て
「
御
歌
所
」
官
制
と
「
御
歌
所
」
系
歌
人
が
成
立
し
た
こ
と
を
、
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
の
『
御
歌
所
日
記
』
な
ど
貴
重
な
資
料
を
含
む
多
く
の
関
係
資
料
を
駆
使
し
て
丹
念
に

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
が
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
「
御
歌
所
」
の
研
究
に
関
し
て
は
、
当
該
研
究
の
唯

一
に
し
て
最
高
の
業
績
と
も
い
う
べ
き
恒
川
平
一
の
『
御
歌
所
の
研
究
』（
昭
和
十
四
年
、

還
暦
記
念
出
版
会
）
が
あ
り
、
ま
た
明
治
期
の
「
旧
派
」
か
ら
「
新
派
」
へ
の
短
歌
史
に
つ

い
て
は
前
記
小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
史　

明
治
篇
』
が
最
も
詳
細
を
極
め
て
い
る
が
、
本
論

文
は
こ
う
し
た
先
行
業
績
が
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
明
治
初
年
以
来
の
「
御
歌
所
」
系
歌
人
と

目
さ
れ
る
国
学
者
の
神
道
と
和
歌
と
の
関
係
を
、
そ
の
生
涯
と
思
想
を
中
核
と
し
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
り
、
従
前
の
「
明
治
国
学
」
研
究
に
は
な
か
っ
た
研
究
視
座
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
「
明
治
国
学
」
研
究
に
お
い
て
は
、
国
学
者
が
多
く
を
占
め
る

明
治
期
の
「
御
歌
所
歌
人
」
を
対
象
と
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
本
論
文
が
考
察
の
対
象
と
す
る
「
御
歌
所
」
系
歌
人
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
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こ
と
は
、
明
治
期
の
宮
中
和
歌
に
お
け
る
国
学
者
の
活
動
と
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
で

明
治
国
学
研
究
に
新
た
な
視
点
を
齎
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
近
代
短
歌
史
研
究
に
お
い
て
も
、「
御
歌
所
」
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

短
歌
革
新
運
動
の
視
点
か
ら
叙
述
し
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
和
歌
の
伝
統
継
承
と

い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
研
究
は
稀
で
あ
り
、堂
上
歌
人
と
と
も
に
「
近
世
期
継
承
の
和
歌
」

（
小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
史　

明
治
篇
』）
を
担
う
「
神
道
系
御
歌
所
歌
人
」
を
対
象
と
す
る

本
論
文
は
、
近
代
の
短
歌
史
を
研
究
す
る
上
で
も
重
要
な
業
績
と
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
御
歌
所
」
に
言
及
す
る
大
半
の
研
究
が
、
御
歌
所

派
＝
桂
園
派
と
捉
え
て
「
御
歌
所
」
に
お
け
る
桂
園
派
の
影
響
力
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
、
八
田
知
紀
・
高
崎
正
風
は
単
な
る
桂
園
派
歌
人
で
は
な
く
、
神
道
的
思
想
・

生
き
方
に
根
ざ
し
た
「
神
道
系
歌
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
緻
密
に
論
証
し
て
い
る
点
も
評
価

で
き
よ
う
。
ま
た
、
八
田
知
紀
、
高
崎
正
風
の
和
歌
と
神
道
を
結
ぶ
要
に
位
置
す
る
人
物
と

し
て
福
羽
美
静
の
存
在
が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
福
羽
の
も
と
で
宮
中
の
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古
典
学
者
・
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
近
藤
芳
樹
、
小
出
粲
、
阪
正
臣
な
ど
の
存
在
が
「
御
歌

所
」
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
従
来
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
研
究
視
点
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
、阪
正
臣
の
「
思
想
」
に
関
し
て
の
考
察
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、神
道
系
歌
人
・

国
学
者
と
し
て
の
阪
正
臣
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
平
田
派
国
学
者
と
し
て
の
素
地
を
最

低
で
も
『
祝
詞
宇
比
麻
那
毘
』
な
ど
に
よ
っ
て
検
討
し
、
そ
の
「
神
道
系
歌
人
」
の
思
想
を

考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
出
粲
に
し
て
も
、
彼
を
本
当
に
「
神
道
系
歌
人
」
と
称

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
師
と
さ
れ
る
瀬
戸
久
敬
と
の
関
係
を
も
含
め
て
の

考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、本
居
豊
頴
に
関
し
て
も
、鈴
木
淳
「
本
居
豊
頴
伝
」（『
維

新
前
後
に
於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』、
昭
和
五
十
八
年
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
）

な
ど
を
参
照
し
、
本
居
豊
頴
の
和
歌
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点

も
従
来
に
は
な
か
っ
た
精
緻
な
「
御
歌
所
」
系
歌
人
と
し
て
の
国
学
者
研
究
と
評
価
で
き
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
も
本
居
豊
頴
は
自
明
の
「
神
道
系
歌
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
何
ゆ
え
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に
「
神
道
」
な
の
か
に
つ
い
て
の
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
依
然
と
し

て
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
期
の
「
旧
派
歌
人
」
を
代
表
す
る
本
居
豊
頴
と
高
崎
正
風

を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
御
歌
所
」
が
決
し
て
「
桂
園
派
」
の
み
の
「
占
有
物
」
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
、「
旧
派
」
の
存
在
が
単
に
「
新
派
」
へ
の
移
行

を
意
味
す
る
「
前
史
」
の
役
割
を
果
た
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
論
考
に
対
し
て
再
考
を
促

す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、本
論
文
は
「
明
治
国
学
」
研
究
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、

近
代
の
短
歌
史
研
究
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
福
羽
美
静

や
高
崎
正
風
の
生
涯
と
思
想
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
御
歌
所
」
系
歌
人
に
は
「
風
教
」

に
裨
益
す
る
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
行
う
意
識
が
根
底
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

点
も
本
論
文
の
大
き
な
成
果
と
言
え
よ
う
。

　

無
論
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
八
田
知
紀
、
福
羽
美
静
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、「
御
歌
所
」

系
歌
人
と
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
分
析
に
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
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ま
た
、
近
世
歌
壇
と
明
治
歌
壇
と
の
連
続
性
と
非
連
続
性
と
の
問
題
、
歌
会
始
が
宮
中
内
部

か
ら
国
家
的
行
事
に
な
る
に
際
し
て
の
歌
人
と
国
民
国
家
形
成
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
薩
摩

藩
に
お
け
る
和
歌
と
神
道
・
国
学
と
の
関
係
、
な
ど
本
論
文
で
は
十
分
に
は
考
察
さ
れ
て
い

な
い
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る
人
物
名
の
誤
記
や
そ
れ
ら
の
人

物
の
略
伝
の
典
拠
等
に
も
不
十
分
な
点
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題

や
欠
点
は
、
論
者
の
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
十
分
に
克
服
さ
れ
る
も
の
と

思
慮
さ
れ
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
、「
御
歌
所
」
に
拠
る
主
要
な
神
道
系
歌
人
・
国
学
者

の
生
涯
と
思
想
を
考
察
し
、
併
せ
て
官
制
と
し
て
の
「
御
歌
所
」
の
成
立
と
展
開
の
一
斑
を

も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
欲
作
で
あ
り
、「
明
治
国
学
」
研
究
の
新
分
野
を
開
拓
し
、

近
代
日
本
に
お
け
る
短
歌
史
に
占
め
る
神
道
系
歌
人
・
国
学
者
の
歴
史
的
位
置
付
け
と
役
割

を
解
明
す
る
基
礎
的
研
究
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
宮
本
誉

士
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
べ
き
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
。
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